平成15年５月30日

山のトイレを考える会(北海道)

代表　横須賀邦子

北海道の山への登山ツアーを企画される際のお願い

拝啓

　貴社、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。

　さて、突然ではありますが、このようなお便りを差し上げる失礼をお許し下さい。誠に不躾なお願いですが、お便りをさせて頂きました。

　私達「山のトイレを考える会(北海道)」は、北海道の美しい自然・山をいつまでも楽しむために、山岳環境問題の一つである「山のトイレ問題」の解決に向けて考え、そして行動しようという有志の集まりです。

　近年、北海道の山もご多分にもれず日本百名山に名前があがっている山を中心に、登山者の集中によって引き起こされる様々な環境問題を抱えるようになってきました。その中でも、「山のトイレ問題」は深刻な状況にあります。特に百名山で名前が知られた大雪山系（旭岳やトムラウシ山等）、十勝連峰（十勝岳他）、知床連峰（羅臼岳他）、利尻山、日高幌尻岳などが心を痛める状態です。北海道は本州の山々に比べて原始性が残っていますが、それゆえ山上には営業小屋は無く(無人の避難小屋があるのみ)、山岳トイレ施設も貯留浸透式のものが避難小屋に付随されているのみです。野営指定地にもかかわらずトイレ施設がない場所も見られます。盛夏においては、これら有名な北海道の山々への登山者の､約６割以上が本州からであるとのデータもあります。

　そこで私達「山のトイレを考える会」は、少しでも北海道の「山のトイレ問題」が改善に向かうように、そしてより印象深い山旅を楽しんで頂けるよう、北海道の山々へのツアー登山を企画される貴社におかれましても、御理解ご協力をお願いするものです。貴社のツアーに応募された登山者に事情を知って頂き、少しでもご賛同願えるように、貴社から直接別添「登山者の皆さんへのお願い」と「北海道の山のトイレマップ」をお渡し頂きたく、お願いする次第であります。また、ツアーを企画されます貴社のツアーガイドの方々にもお願い事項があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「お願い事項（詳細は別紙：補完説明）」

１．ツアーに参加される登山者に別添付の「登山者の皆さんへのお願い」と「北海道の山のトイレマップ」をコピーして配布して頂きたいこと。

２．参加登山者に使用済みのトイレ紙を､持ち帰り処分頂くよう､お願いして欲しいこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大便使用時はもちろん、女性の小用時にもお願い。貯留式トイレ施設でも希望）　

３．貴社企画の登山ツアーで、トイレ施設がない野営指定地に宿泊される予定の場合には、登山者に「携帯トイレ」使用を奨めてみて欲しいこと。
４．ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ情報を入手出来ないツアー参加者には、希望があれば貴社から情報提供をお願いしたいこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大変不躾なお願いで、本当に申し訳ありませんが、御高配の上、ご協力の程を、どうぞ宜しくお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

敬具

「ツアー企画会社殿へ補完説明内容」
１．日本百名山に呼ばれる北海道の山では、それぞれの「山のトイレ事情」があります。

　　入山予定の山域の事情を事前に把握して頂き、ぜひ環境にも配慮して、素晴らしい北海道の山旅を経験されますように願っております。

　１）大雪山系の山上のトイレ施設(黒岳石室､白雲岳避難小屋､忠別岳避難小屋､ﾋｻｺﾞ沼避難小屋及び野営指定地)は、全て避難小屋に付属する貯留浸透式のトイレです。

　　　トイレ内容物は10数年から20年に一度吸い上げ、ヘリで搬出し下界で処理します。昨年の作業では、ゴミが大量にあり作業が非常に困難でした。トイレにゴミ(ﾋﾞﾆｰﾙ･ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類､ﾋﾞﾝ､缶､残飯､衣類､ﾀｵﾙ､生理用品等)を捨てないようﾒﾝﾊﾞｰの皆さまへ御指導をお願いします。また、使用済みトイレ紙を持ち帰り処分するように、推奨お願いします｡(それによりトイレの内容物が少なくなり､くみ取り迄の期間を延ばすことが可能となります)　

　２）日本百名山にあがる有名な山岳では、日帰りコース（例えば、トムラウシ温泉からのトムラウシ山往復。大雪山系旭岳温泉から表大雪縦走し層雲峡温泉へ(逆コースも)。岩尾別温泉あるいは羅臼温泉からの羅臼岳往復。等においても行動時間が７～８時間を超す場合もめずらしくありません。その際には、①出発の登山口にてトイレを済ませてから行動されるようツアーメンバーに御指導頂きたくお願いします。　②行動中「小用」は避けられないと思われます。賛同頂けるならば「携帯トイレ」を御使用頂くようお薦め下さい。また、無理の場合でも、使用済みの「トイレ紙」は「大用」「小用」問わず持ち帰り処分頂くようにご指導頂きたくお願いします。

　３）大雪山系・十勝岳連峰では、野営指定地にもかかわらずトイレ施設が無い場所が次の箇所です。（主要４箇所）　

· 旭岳 裏旭野営指定地　・沼ノ原 大沼野営指定地　・トムラウシ南沼野営指定地

· 十勝連峰 美瑛富士避難小屋野営指定地。この他に十勝－大雪山縦走コース、裏大雪(石狩連峰)縦走コース等にも野営指定地にトイレ施設がありません。

私達「山のトイレを考える会（北海道）」は、「携帯トイレ」の普及を積極的に勧めるものではありませんが、次善の策として、トイレの無い野営地での普及紹介を行っています。前述の野営指定地にて野営する予定の場合には、出来るなら「携帯トイレ」の使用をお願いします。これら野営指定地において「携帯トイレ使用の為のブース（簡易使用場所）」が用意されている場所もあります。当会のホームページ他にて紹介していますので、ご参照願います。

 →これらの野営指定地にて野営するスケジュールを組まれる際には、出来るならツアーメンバーの皆さまへ「携帯トイレ」の使用をお薦め下さい。
  ４）知床連峰・羅臼岳の野営指定地：羅臼平においてもトイレ施設がありません。

　　　硫黄岳への縦走コース中にもありません。

　　→３）と同様なご配慮をお願いします。

　５）利尻山では、利尻島を所轄する二つの町が協力して登山者に「携帯トイレ」無料配布と登山口にて回収ボックスへ「使用済み携帯トイレ」回収を進めています。ご協力をお願いします。詳細は利尻富士町等のホームページを参照願います。

　６）日高幌尻岳では幌尻山荘を平取町山岳会が、善意にて維持管理しています。ツアー利用時には、必ず「事前連絡」のうえ利用料金をキチンと、お支払い下さい。（利用された一部の方が適切な料金を支払い下されず。小屋・トイレ等の維持管理に赤字が続き、平取町山岳会から持ち出しが続いています。この点ご協力下さいますようお願い致します。）

　　　　また、貯留浸透式ﾄｲﾚはありますが､利用者数に追いつきません。出来るなら「携帯トイレ」の使用も御検討願います。

２．ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ（下記のURL等）にて、いろいろな情報を検索できます。事前の情報収集に、ご利用下さい。｢携帯トイレ｣の無料配布や｢使用済み携帯トイレ｣の回収情報などを、知ることが出来ます。

　　また、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ情報を入手できないツアー参加者には、希望があれば貴社から情報提供いただきますようお願い致します。

　

1） 大雪山国立公園連絡協議会；http://www.daisetsuzan.or.jp/
2） 北海道庁自然環境課

       ；http://www.pref.hokkaido.jp/kseikatu/ks-kskky/sizenhome/sizentop.htm

3） 大雪山国立公園･層雲峡ビジターセンター
　　　　　　　　　　　　　；http://sounkyovc.town.kamikawa.hokkaido.jp/
4） 大雪山国立公園・旭岳ビジターセンター

                          ；http://www.town.higashikawa.hokkaido.jp/vc/

5） 利尻富士町・利尻岳情報

              ；http://www.town.rishirifuji.hokkaido.jp/mtclimb/mtclimb.html

6） 平取町・幌尻岳情報

         ；http://www2.town.biratori.hokkaido.jp/biratori/suzuran/oshi3_1.htm

7） 山のトイレを考える会；http://www.yamatoilet.com
山のトイレを考える会･事務局:札幌市北区北9条西9丁目

　　　　　　　　　　　　　　北海道大学大学院農学研究科園芸緑地学講座内　

　　　　　　　　　　　　　　愛甲哲也（海外留学中）（代理・乗富剛毅）

　　　　　　　　　　　　　　電話＆FAX；011-706-2452

                            Email; hokkaido_yama_toilet@yahoo.co.jp
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